
【職業実践専門課程認定後の公表様式】
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資格・検定名 種別 受験者数 合格者数
介護福祉士 ② 14人 14人

赤十字救急法救急員認定証 ③ 14人 14人
アクティビティ・ワーカー登録証 ③ 14人 14人
福祉住環境コーディネーター２級合格証 ③ 0人 14人

人
人
人
％

％

（令和 5

3 名 11 ％

受審年月：

20人16人4人18人37人120人

（例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等

球技大会、学生交流会（ＢＢＱ）、ボランティア活動、ふくの日イベン
トなど

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
講義・実習等ともに100点法に基づき、Ａ（80点～100点）・Ｂ（70点～
79点）・Ｃ（60点～69点）・Ｄ（59点以下）の標語をもって表示し、Ｃ以
上を合格とする。

長期休み

■学年始め：4月1日～4月7日
■夏　　季：8月3日～9月30日
■冬　　季：12月21日～1月5日
■学 年 末：2月15日～3月31日

卒業・進級
条件

各学年の所定の課程の修了認定を受けた者は、進級できる。所定
の修業年限以上在学し、所定の課程を修了したと認めた者には、
卒業証書を授与する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

（別紙様式４）

令和6年7月31日 ※1
（前回公表年月日：令和5年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

金沢福祉専門学校 平成2年2月28日 酢谷　温子
921-8164
石川県金沢市久安3丁目430番地
076-242-1625

学校法人清永学園

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

昭和56年1月6日 青木　陽一良
921-8164
石川県金沢市久安3丁目430番地
076-242-1625

教育・社会福祉 教育・社会福祉専門課程 介護福祉学科
平成10年文部科学大臣告示第八

四号
-

学科の目的 将来の介護福祉士として必要な実践的かつ専門的な能力（知識や技術）と、福祉人材にふさわしい人間性（福祉の心）を体得することを目的とする。

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成10年12月21日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

- -
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1940 1115 361 464

100■就職率　　  　　　 　　　　：
■卒業者に占める就職者の割合

100

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応
長期欠席者への指導等の対応として、電話･訪問等により本
人･保護者と継続的に連絡を取り合い、指導等を実施。

■サークル活動： 有

■その他

１年次から個人面接を行い、学生一人ひとりの希望をヒアリング、履歴書
や作文の作成、面接対応など就職活動に必要なスキルを養成する。ま
た、毎日の学校生活の中で正しい礼儀作法を身に着けられるよう指導す
る。

介護老人福祉施設・介護老人保健施設・有料老人ホーム・グ
ループホーム

（令和５年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか記載
する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

　

令和5年4月1日時点において、在学者28名（令和5年4月1日入学者を含む）
令和6年3月31日時点において、在学者25名（令和6年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

進路変更、経済的理由、学力不足

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
　

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

■卒業者数 14
■就職希望者数 14

■主な就職先、業界等（令和5年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

■就職者数 14

■中退防止・中退者支援のための取組
担任による学習支援、担任・学科責任者・校長による個別面談（聴き取りと解決策提示）

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度： 有
※有の場合、制度内容を記入

特待生制度：特待生入試合格者に対して、前期授業料のうち半額を免除する。在学中も半期ごとに学内在学規定により審査の上、継続認定を受け
られる。
入学金全額免除制度：本校卒業生または在校生に兄弟姉妹又は親や子がいる場合は、入学金を全額免除する。

■専門実践教育訓練給付： 給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

給付実績者数　0人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

③

①

③

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

野田　朋法 本校介護学福祉学科学部長
令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

令和７年度以降のカリキュラム編成の課題として現代介護（ＩＴ）の授業を取り入れるよう検討が必要。

佐々木　翔 本校介護学福祉学科学科長
令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

勝裕　健司
社会福祉法人 眉丈会　介護老人福祉施設
尾山互町　金澤五番丁　施設長

令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

名　前 所　　　属 任期

木崎　馨雄 社会福祉法人 自生園　理事長
令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
①企業等との連携により、学生の就業先の業界における動向や方向性、実務に関する知識・技術・技能などを十分に把握
し分析する。
②企業等の要請等を十分に生かし、実践的かつ専門分野に特化した職業教育を主体的に実践する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

本会は、規定３０-別紙２に基づき、各部署からの意見や提案等を教育課程編成委員会において討議、分析、精査した上で
校長承認後、学校評価委員会に案件について図り、理事会・評議委員会の承認を得て決定事項とする。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

端　　久美
社会福祉法人 福寿会　常務理事
一般社団法人 石川県介護福祉士会　顧問

令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

令和6年7月31日現在

荒栄　志織 社会福祉法人 南陽園　理事
令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（9月、2月）

（開催日時（実績））
第１回　令和5年9月12日　15:30～17:00
第２回　令和6年2月8日　13:30～15:00

青木　陽一良 本校理事長
令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

酢谷　温子 本校校長
令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

堀　眞人 本校校長代理
令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）



介護実習Ⅰ
《第２段階実習》

1．利用者のアセスメントを正確に行うことができる。2．情
報収集を系統的に行い、利用者の全体像をとらえることが
できる。3．アセスメントによって利用者の生活課題を明確
化する。4．アセスメントを有効に活用した介護計画を立案
できる。

介護老人福祉施設・介護老人保健
施設・障害者(児)支援施設・グルー
プホーム・デイサービスセンター

第１段階実習
（訪問介護実習含む）

1．訪問介護サービスの概要を理解する。2．利用者と積極
的に触れあう機会をつくる。3．介護の具体的方法を見学
し、実際に行う場会の動機づけとする。4．目標をたて、立
てた目標について振り返る。5．利用者の状況、居宅の状
況を理解する。7．日課、週課、月課のプログラムなどを理
解する。8．介護の実際を理解し、実践する。9．利用者の
個別性を充分に理解した働きかけを行う。10．家族への配
慮を行う。11．組織の一員としての責任、チームケアの重
要性を知る。12.医療、保健、福祉分野との関わりを理解
し、その連携の必要性を理解する。13．可能な範囲で、利
用者の情報を収集し日誌に記載する。14．目標に沿って記
録する。

介護老人福祉施設・介護老人保健
施設・障害者(児)支援施設・グルー
プホーム・デイサービスセンター・
訪問事業所・訪問入浴事業所

1．これまでに学んだ介護の理念や知識を具体的に実践す
る。2．自立支援介護のための介護者としての視点を理解
する。3．通所サービス部門の見学・体験を行い、在宅福祉
を支える施設の役割を学ぶ。4．利用者の食生活への援助
について、栄養部実習を通じて学ぶ。《訪問介護実習》1．
利用者とその家族と触れあう体験をする。2．居宅における
利用者の自立を促す方法を学ぶ。3．家族介護の負担軽減
の方法を学ぶ。4．ケアマネジメントの実際を知る。

介護老人福祉施設・介護老人保健
施設・障害者(児)支援施設・グルー
プホーム・デイサービスセンター・
訪問事業所・訪問入浴事業所

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業等での実習により、将来の就業先の概要を把握し、実践的で即戦力となりうる知識や技術を修得する機会とする。
学校で修得した介護福祉の専門知識や技術を、実際に企業等で活用し、介護を必要とする利用者（障害児・者や高齢者等）
の日常生活を総合的に援助できる能力を養う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

介護実習Ⅱ
《第３段階実習》

1．利用者のアセスメントを正確に行うことができる。2．情
報収集を系統的に行い、利用者の全体像をとらえることが
できる。3．アセスメントによって利用者の生活課題を明確
化する。4．アセスメントを有効に活用した介護計画を立案
できる。5．利用者の意向や指導者の指導・助言を介護計
画に反映させることができる。6．計画的にケアを提供でき
る。7．行ったケアによって、利用者がどのように変化し、影
響が及ぼされたか評価し今後そどうあるべきかを考えるこ
とができる。8．学びの最終段階を迎え、将来の介護福祉
士としての自覚を高める。

介護老人福祉施設・介護老人保健
施設・障害者（児）支援施設

介護実習Ⅰ
《第１段階実習》

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

＜校外の実習＞授業科目の担当教員と受け入れ施設の介護責任者が、実習の実施前に本校又は実習先で２～３回の打
合せを行い、実習内容の詳細について決定するとともに、学生の学修成果の評価指標等について定める。実習期間中は、
担当教員が各施設を週に１～２回訪問し、学生の学習状況について直接確認するとともに、実習担当者と情報交換を行う。
実習終了時には、実習担当者による学生の学修成果の評価を踏まえ、担当教員が成績評価・単位認定を行う。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

対象：

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

介護福祉施設の専任教員として必要な講習

医療的ケア教員養成講習

対象：

看護師有資格者対象。「介護職員による喀痰吸引の実施」「介護職員によるの実施」「医療的ケア」の基本
研修の講義を行うために必要な研修

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記
①企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する知識、技術、技能を修得させ資質を向上させるための、
組織的に位置づけられた研修・研究の機会を確保し、計画的に受講・参加させる。②企業等と連携して、教員に対し、授業
及び学生に対する指導力や人間性を向上させるための、組織的に位置づけられた研修・研究の機会を確保し、計画的に受
講・参加させる。③研究を通して、より専門領域への学びを深め、介護福祉界への貢献とそれを背負う高度な人材を育成す
る。上記実施のため「自己研修・資格取得規定」において、詳細を定める。

アクティビティワーカー養成教員講習 連携企業等：

対象：

科目「アクティビティ」を教授するために必要な資格。医療・福祉・教育現場に関係する資格

介護教員養成講習 連携企業等：

介護教員養成講習 連携企業等：

対象：

対象：

連携企業等：

②指導力の修得・向上のための研修等

コーチング研修 連携企業等：

（３月下旬～４月上旬、１２月）

対象：

医療的ケア教員養成講習 連携企業等：

対象：

②指導力の修得・向上のための研修等

就職後５年以上経た職員に、更なる資質向上を目指すために研修を促している。他職種の研修生が集い、
ワークを通し自己の認識のあり方を振り返り、自己成長を目指す。

コーチング研修 連携企業等：

対象：

ＮＬＰ、コーチング、心理学、コミュニケーションを中心にしたセミナーを開催しているドリームチームによる研
修を受ける。ものの捉え方、感じ方についてワークを通し、気付きをもたらし、人生に対する感謝の気持ちと
これからの過ごし方について前向きな視座を得て、学生指導及び教職業務に活かす。

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

キャリア研修 連携企業等：



種別

学校運営に
関する専門
家

専門分野に
おける業界
関係者

専門分野に
おける業界
関係者

卒業生

地域住民

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

平田　眞一
学校法人 第一平田学園　理事長
岡山県専修学校各種学校振興会　会長

令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

前田　武司
社会福祉法人　額小鳩保育園　理事長
石川県社会福祉協議会　保育部会　部会長

令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

村田　由香里 社会福祉法人　等愛会　業務執行理事
令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

（３）教育活動

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 （１１）国際交流

（３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

（３）学校関係者評価結果の活用状況
企業委員より施設現場において学生の認知症の理解不足が見受けられ、また認知症高齢者とのコミュニケーションがわか
らないことが悩みであるという意見については授業時間外でのボランティア活動の促進や認知症カフェの取り組み等、学生
ができることを具体的に学科で取り上げ活かせるように工夫し、反映させている。

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標・育成人材像等
（２）学校運営 （２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
自己評価結果及び改善方策に対して、各評価委員が、学校との関係又は独自の多様な知見や経験等を踏まえ、自己評価
では欠落しがちな側面から、教育活動その他学校運営の個々の取組や改善方策等に関して率直かつ的確な検証･評価を
行い、各々が学校への理解を深めつつ、さらに実施すべき多面的かつ具体的な取組や方策等の意見等を得ること。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生募集活動・受入
（８）財務 （８）財務

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： http://www.k-fukushi.ac.jp/info/

公表時期： 令和6年7月31日

社会福祉法人 眉丈会　介護老人福祉施設
尾山互町　金澤五番丁　施設長

令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

吉川　光雄 久安三丁目第一町会　老壮会　会長
令和6年4月1日～令和8年3
月31日（2年）

勝裕　健司



５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（２）各学科等の教育 （２）各学科等の教育
（３）教職員 （３）教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 （４）キャリア教育・実践的職業教育

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校関係者評価委員会において自己点検・自己評価集計結果の説明や課題検討の情報提供や各学科の事業報告等の活
動状況報告（授業に関するアンケート調査結果・進級・卒業率・就職状況）など情報提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 （１）学校の概要、目標及び計画

（８）学校の財務 （８）学校の財務
（９）学校評価 （９）学校評価
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 （５）様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 （６）学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 （７）学生納付金・修学支援

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： http://www.k-fukushi.ac.jp/info/

公表時期： 令和6年7月31日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○ 人間の尊厳と自立

人間としての尊厳の保持と、自立・自律した生活を支
える必要性について理解し、介護場面における倫理的
課題について対応できる基礎能力を養うと同時に、演
習を通して考える力、発表力を養う。

1
年
前
期

30 2 ○ △ ○ ○

2 ○
人間関係とコミュ
ニケーション

１年次は介護実践のために必要な人間の理解や、他者
への情報の伝達に必要な、基礎的なコミュニケーショ
ン能力を養う。
２年次は介護実践において、チームで働く力を養うた
めのチームマネジメントの基礎的知識を身に着ける。

1
年
通
年
・
2
年
通
年

60 4 ○ △ ○ ○

3 ○
社会の理解Ⅰ（生
活と福祉）

時代と共に変容を遂げてきた「日本型福祉社会」を概
観し、家族や地域、制度と個人の生活がどのように関
わっているのかについて理解を深める。

1
年
前
期

30 2 ○ △ ○ ○

4 ○
社会の理解Ⅱ（社
会保障制度）

国民の生活を保障するための医療及び様々な社会保障
制度についてその概要を理解する。また障害者の自立
とそれを支える障害者自立支援制度をはじめとする諸
制度や諸施策について基礎的知識を習得する。介護福
祉士が理解しておくべき公的制度、介護保険法を中心
とした高齢者施策と関連法規について学習する。

1
年
後
期
・
2
年
後
期

46 3 ○ △ ○ ○

5 ○ 情報処理

情報化社会の進展に対応した社会生活に必要とされる
パソコンを、正しくかつ有効に活用する上で、情報倫
理・ITリテラシー等を身につけ、適した情報処理技術
の習得、それを使った表現能力を育成する。

2
年
前
期

30 2 △ ○ ○ ○

6 ○ 人間と法
法的知識の学習を通し、法律が我々の日常にどのよう
な役割を果たしているかを皆で考察する。身近な出来
事に即して理解を深めていきたい。

1
年
後
期

20 1 ○ ○ ○

7 ○ 総合学習
国家試験に向けて介護福祉士としての基礎知識をより
確かなものにし、介護福祉士としての総合的な能力を
高めることを目的とする。

2
年
後
期

24 1 △ ○ ○ ○

8 ○ 介護の基本Ⅰ

介護の変遷を知り、介護における｢尊厳の保持｣｢自立
支援｣の考え方を理解し｢介護を必要とする人｣を生活
の観点からとらえる。また、介護における安全やチー
ムケア等について理解する。

1
年
通
年

60 4 ○ △ ○ ○

9 ○
介護の基本Ⅱ（総
合）

介護福祉士としての基礎知識をより確かなものにし、
また研修や芸術鑑賞などを取り入れることにより、介
護福祉士としての基本的な能力や感性を高めることを
目的とする。

1
年
後
期
・
2
年
前
期

32 2 △ ○ ○ ○ ○
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10 ○
介護の基本Ⅲ（ア
クティビティ法）

１年次は、アクティビティの意義を理解し、心身の健
康づくり・生きがいづくりとなるアクティビティのあ
り方を考える。また、生活の活性化につなげるアク
ティビティサービスの方法を学ぶ。
２年次は、人間らしい生活、その人らしく生きること
への心配りを主軸として、生活や心身の活性化の援助
となるアクティビティ・サービス（ケア）のあり方を
学習する。

1
年
後
期
・
2
年
前
期

60 4 △ ○ ○ ○

11 ○ 音楽

現場で音楽を活用するための基礎知識及び音楽の有効
性を学ぶ。幅広いジャンルの曲にとりくみ、知識を深
め、現場でききとりやすい声の大きさや発音、表情を
身につける。歌体操、手体操にもとりくみ、またトー
ンチャイムやオルフ楽器等を実際に使って有効な使い
方を学ぶ。

1
年
後
期

16 1 △ ○ ○ ○

12 ○ 音楽療法

音楽療法的意義を学び、音楽演習により「人と音楽」
の関係について気づきと学びを得る。さらに適切な音
楽の活用方法を習得する。これらを得て介護に音楽の
活用を推進する支援者を目指す。

2
年
前
期

16 1 △ ○ ○ ○

13 ○
コミュニケーショ
ン技術

介護を必要とする利用者との援助的関係や援助的コ
ミュニケーションについて理解するとともに、利用者
や利用者家族、あるいは他職種協働におけるコミュニ
ケーション能力を身につける。

1
年
通
年

30 2 ○ △ ○ ○

14 ○
聴覚障害のある人
への支援（手話）

聴覚障害の基礎知識、手話の基礎知識を習得する。聴
覚障害の特性に応じた福祉に関する知識を習得する。
手話で自己紹介できるようになる。

2
年
前
期

16 1 △ ○ ○ ○

15 ○
視覚障害のある人
への支援（点字）

視覚障害者が情報を入手・伝達する手段としての「文
字」である点字に関しての知識を得て、読む書くの技
術の習得をはかるとともに、視覚障害者の現状に対す
る理解を深め、実際に接する際に役立てる。

1
年
前
期

16 1 △ ○ ○ ○

16 ○ 文化交流

自分たちの生活圏の文化を調べたり、伝えていく過程
で、多文化を理解し、様々な生活文化について理解を
深める。多様な文化を知ることで世界観を広げるとと
もに、日常の文化を理解し、生活に必要な一般教養を
身に着ける。

１
年
前
期

10 ○ ○ ○

17 ○ 居住環境の整備
住生活を営む上で必要な住まい等についての基礎的な
知識を習得し、心身の機能が低下したときに、どのよ
うな住環境が求められるかを考察する。

2
年
後
期

16 1 ○ ○ ○

18 ○ 家事援助（講義）

利用者を主体とした生活の維持及び再構築の視点や具
体的手法、地域サービスの活用等、在宅生活を含めた
家事支援の重要性と実際及び「暮らし」についての学
びを深める。

1
年
前
期

16 1 ○ △ ○ ○
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授業科目等の概要
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19 ○
家事援助（衣・講
義と演習）

生活を継続していくための家事の重要性と介護職が担
う家事支援の専門性について理解する。衣服の役割と
機能に関する知識及び基本的な縫製技術の習得を目的
とする。

1
年
後
期

16 1 △ ○ ○ ○

20 ○
家事援助（食・講
義と演習）

生活支援技術の重要な食事に関する家事援助を習得す
る。「食」の意義と役割を理解し、食品衛生に留意し
て基本の調理を学び、個々人の状況に合わせた家事援
助に対応できる技術を得る。演習では、健康寿命延伸
のためのバランスのよい食事から、嚥下食など展開食
を実施する。

1
年
前
期

30 2 △ ○ ○ ○

21 ○
生活支援技術（演
習）

対象者の自立・自律を尊重し、潜在能力を引き出し、
見守ることも含めた適切な介護技術を用いて、安全に
援助できる技術や知識を習得する。

１
・
2
年
通
年

120 8 ○ ○ ○

22 ○
形態別生活支援技
術（講義）

障害者の自立・自律を尊重し、潜在能力を引き出し、
見守ることも含めた障害に合わせた適切な介護技術を
用いて、安全に援助できる技術や知識を習得する。

1
年
後
期

30 2 ○ ○ ○

23 ○
形態別生活支援技
術（演習）

障害者の自立・自律を尊重し、潜在能力を引き出し、
見守ることも含めた障害に合わせた適切な介護技術を
用いて、安全に援助できる実践的な技術や知識を習得
する。

1
年
通
年
・
2
年
前
期

46 3 ○ ○ ○

24 ○ 緊急時の対応

病気やけがや災害から自分自身を守り、けが人や急病
人を正しく救助し、医師または救急隊などに引継ぐま
での一時救命処置と応急手当を学び、赤十字救急法救
急員の資格を取得する。

2
年
後
期

30 2 △ ○ ○ ○ ○

25 ○ 介護過程Ⅰ
他の科目で学習した知識や技術を統合して介護過程を
展開し、介護計画を立案し、適切な介護サービスの提
供ができる基礎的能力を養う。

1
年
前
期

30 2 ○ △ ○ ○

26 ○
介護過程Ⅱ（演
習）

他の科目で学習した知識や技術を統合して介護過程を
展開し、介護計画を立案し、適切な介護サービスの提
供ができる実践的能力を養う。事例を通し生活の意
味、人生の尊さ、介護福祉士としての仕事の魅力を理
解する。

1
年
通
年

60 4 △ ○ ○ ○
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27 ○
介護過程Ⅲ（課題
研究）

介護過程に沿い体験した介護方法を研究論文にまとめ
る過程を学ぶとともに、研究発表の手法を学ぶ。ま
た、学内外の大勢の聴衆の前で発表し、発表を聴く機
会を持つことで介護福祉士としての視点や応用能力を
養う。

1
年
後
期
・
2
年
通
年

60 4 ○ △ ○ ○

28 ○ 介護総合演習Ⅰ

介護実習に向けて、心構えを確認し、予備知識を蓄
え、実習に対する動機づけを深め、介護実習に臨む準
備を行う。実習後は十分な振り返りを行うことで、介
護実習で学んだ内容の深化をはかる。

1
年
通
年

60 4 ○ △ ○ ○

29 ○ 介護総合演習Ⅱ

介護実習Ⅱに向けて、心構え、予備知識、動機づけ等
の準備を行い、介護実習における実践力を身につける
ことができるようにする。実習後は十分な振り返りを
行い、介護実習で学んだ内容の深化今後の介護観、よ
り効果的な介護実習で学んだ内容の深化や今後の介護
観、職業館につなげらる学習とする。

2
年
通
年

60 4 ○ △ ○ ○

30 ○
第１段階実習（訪
問介護実習含む）

個々の生活リズムや個性を理解するという観点から
様々な生活の場において個別ケアを理解し、利用者・
家族とのコミュニケーションの実践、介護技術の確
認、多職種協働や関係機関との連携を通じてチームの
一員としての介護福祉士の役割について理解する学習
とする。

1
年
前
期

96 3 ○ ○ ○ ○

31 ○ 第２段階実習

個々の生活リズムや個性を理解するという観点から
様々な生活の場において個別ケアを理解し、利用者・
家族とのコミュニケーションの実践、介護技術の確
認、多職種協働や関係機関との連携を通じてチームの
一員としての介護福祉士の役割について理解する学習
とする。個別ケアを行うために個々の生活リズムや個
性を理解し、利用者の課題を明確にするための利用者
ごとの介護計画の作成を習得する学習とする。

1
年
後
期

144 4 ○ ○ ○ ○

32 ○ 第３段階実習

個別ケアを行うために個々の生活リズムや個性を理解
し、利用者の課題を明確にするための利用者ごとの介
護計画の作成、実施後の評価やこれを踏まえた計画の
修正といった介護過程を展開し、他科目で学習した知
識や技術を総合して、具体的な介護サービスの提供の
基本となる実践力を習得する学習とする。

２
年
前
期

224 7 ○ ○ ○ ○

33 ○
発達と老化の理解
Ⅰ（人間の成長と
発達）

人間の成長と発達の過程における身体的・心理的・社
会的変化が生活に及ぼす影響を理解する。そして、各
発達段階におけるライフサイクルの特徴に応じた生活
を支援するために必要な基礎的な知識を習得する。

１
年
前
期

16 1 ○ ○ ○
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34 ○

発達と老化の理解
Ⅱ（老化に伴うこ
ころとからだの変
化）

『老化』を理解するために、老年期の心理的特徴や身
体機能に関する基礎的知識を身につける。

1
年
前
期

16 1 ○ ○ ○

35 ○
発達と老化の理解
Ⅲ（高齢者と健
康）

健康寿命を経て、要介護時代に入るヒトの病気と要介
護の流れを理解し、国家試験の視点について関わりの
中で学ぶ。

2
年
前
期

30 2 ○ ○ ○

36 ○
認知症の理解Ⅰ
（認知症の基礎的
理解）

認知機能の変化が本人の生活にどのような影響を及ぼ
すのか、行動と環境との関係を理解し、「生活」とは
何かを考え、環境を活かした介護を提供する上での課
題を理解する。

1
年
通
年

30 2 ○ ○ ○

37 ○
認知症の理解Ⅱ
（医学的知識）

認知症を理解するにあたり、加齢による変化、脳の仕
組み、認知症の種類や症状、それらのケアについての
知識を学ぶ。

2
年
通
年

30 2 ○ ○ ○

38 ○
認知症の理解Ⅲ
（地域における支
援）

認知症のある人が地域で暮らすために必要な資源を学
び、地域のサポート体制について理解する。実際の現
場でのケアを支える制度と具体的な他職種協働等につ
いて学び、認知症のある人を支える意義を理解する。

2
年
後
期

16 1 ○ ○ ○

39 ○
障害の理解Ⅰ（障
害の基礎的理解）

障害の概念、障害者の生活像、障害の基本理念、障害
者福祉施策、障害者の法とサービスについて基礎的知
識を身につける。

1
年
前
期

16 1 ○ ○ ○

40 ○
障害の理解Ⅱ（医
学的知識）

障害のある人の心理や身体機能に関する医学的知識を
身につけるとともに、障害のある人の体験を理解す
る。

1
年
前
期

30 2 ○ ○ ○

41 ○
障害の理解Ⅲ（地
域における支援）

地域の生活者である障がいのある人（当事者）および
家族を支援するために必要な基礎的知識を学習する。
生活を拡げるために必要な手立てと介護の視点を習得
する。

2
年
後
期

16 1 ○ ○ ○

42 ○ こころのしくみ
基礎的なこころのしくみについて学び理解する。生活
体である自分、援助者である自分を見つめ、対人援助
職としてあるべき自分の構え方を考える。

2
年
前
期

30 2 ○ ○ ○

43 ○
からだのしくみ
（生命論）

身体の生理・身体の機能・身体構造・身体の動きにつ
いて理解し介護サービスの提供における安全への留意
点や身体的・心理的側面への配慮について学習する。

1
年
前
期

30 2 ○ ○ ○
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44 ○
からだのしくみ
（生活論）

生活支援技術で求められる知識や援助の意義を深め、
それらのサービスの提供における安全への配慮や身体
的・心理的側面への配慮について理解する。「睡眠」
と「死」の二つに焦点をあてて授業を展開する。介護
現場で求められる知識を深め、援助の意義を理解す
る。それらのサービスの提供における安全への配慮や
身体的・心理的側面への配慮等についても学習する。

1
年
通
年

60 4 ○ △ ○ ○ ○

45 ○
医療的ケアⅠ（基
礎・講義）

医療的ケア（喀痰吸引や経管栄養）実施の社会的背景
を知り、医療的ケアが合法化されたことに対する認識
を明らかにする。医療的ケアの実施にあたっては、必
要な知識を習得し、実施前、実施中、実施後の観察及
び評価を行う力を養う。

1
年
後
期

12 1 ○ ○ ○

46 ○
医療的ケアⅡ（分
野別知識と実施手
順）

医療的ケア（喀痰吸引や経管栄養）の実施にあたり、
必要な知識を習得し、実施前、実施中、実施後の観察
及び評価を行う力を養う。医療的ケアは「身を委ねら
れる」ことでもあり、医療の倫理、関係法規、実施に
より生じる危険、急変・事故発生時の対応と事前対策
を学ぶ。

2
年
通
年

39 2 ○ ○ ○ ○ ○

47 ○
医療的ケアⅢ（演
習）

医療的ケアの技術を習得し、安全に実施できる。また
過去の講義を振り返り、その根拠を確認する。

2
年
後
期

15 1 ○ ○ ○ ○

48 ○ 特別ゼミナール

相手の気持ちを大切に考える、きちんと挨拶が出来
る、コミュニケーション能力がある、我慢強い、問題
解決に取り組む姿勢や実行力など、人と人とのつなが
りが基本となる福祉人にとって必要なスキルを学ぶ。

1
・
2
年
通
年

8 ー ○ △ ○ ○ ○

49 ○ ＨＲ
クラスを自己運営する力を養い、その中から、他者を
思いやり、協力する心を育てる。

1
・
2
年
通
年

12 ー ○ △ ○ ○

50 ○ 課外授業
「誠実」「勤勉」「創造」を育むために自己探求会
（座禅）、学園祭、海外研修等の行事に取り組み、福
祉現場での有益な人材を育成する。

1 適宜
適
宜

△ ○ △ ○ ○ △

50

期

週

合計 科目 108 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件： 所定の修業年限以上在学し、課程を修了したと認めた者には、卒業証書を授与する。

履修方法： 各学年の所定の課程の修了認定を受けた者は、進級できる。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）


